
年度 一般財団法人 首都高速道路技術センター 首都高速道路

1983年
昭和58年

▼ �財団法人首都高速道路技術センター設立

▼ �構造物巡回点検業務を開始

▼�工事資料作成業務を開始

▼ �横浜ベイブリッジの施工管理業務を開始

▼ �第一回目の海外調査団を派遣

●�2月／高速湾岸線（昭和島～八潮）供用開始

1984年
昭和59年

▼ �神奈川地区の構造物点検業務を開始

▼ �施設維持管理業務を開始

▼�土木工事共通仕様書の改訂に関する調査研究を実施

●�2月／高速神奈川1号横羽線（新山下～扇町）供用
開始

1985年
昭和60年

▼�トンネル通信システムに関する調査研究を実施

▼�トンネルの換気に関する調査研究を実施
●�1月／6号三郷線小菅JCT～三郷JCT間が開通（埼
玉県内初）し、常磐道と接続

1986年
昭和61年

▼ �測量管理業務を開始

▼ �旅行時間計測装置実用化への調査研究を実施

▼ �付属施設の施工管理業務を開始
●�12月／首都高の1日の交通量が100万台を突破

1987年
昭和62年

▼ �鶴見つばさ橋の施工管理業務を開始

▼ �デジタル通信に関する調査研究を実施

▼�レインボーブリッジの施工管理業務を開始

●�9月／中央環状線四つ木～葛西JCT間、中央環状
線千住新橋～川口線川口JCT間が開通し、東北道
と接続

⇒総延長200km突破

1988年
昭和63年

▼ �ロマプリータ地震発生地へ調査団を派遣

▼ �道路などの景観に関する自主研究を開始

▼ �横浜ベイブリッジのライトアップ設備検討を実施

1989年
平成元年

▼ �料金収受プリペイドカードに関する調査研究を実施

▼ �横浜ベイブリッジの維持管理業務を開始

●�9月／横浜ベイブリッジ（湾岸線）開通
●�9月／神奈川5号大黒線（本牧ふ頭～生麦JCT）開通
●�12月／大井JCT（八潮連結路）供用開始
●�3月／神奈川3号狩場線（山下町～狩場JCT）開通

1990年
平成2年

▼ �情報システム運用管理業務を開始

▼ �鶴見つばさ橋のライトアップ設備検討を実施

▼�レインボーブリッジ点検要領を作成
●�5号池袋線（高島平～戸田南）開通

1991年
平成3年

▼ �測量調査マニュアルの作成を実施

▼ �道路交通情報監理システムに関する調査研究を実施

▼ �全面通行止め工事に伴う施工計画の検討を実施

●�11月／7号小松川線にて、初の首都高速道路全面
通行止め補修工事を実施

1992年
平成4年

▼ �季刊誌「山手倶楽部」創刊

▼ �床版計測車「テクノチェッCAR」が完成

▼ �低公害車（電気自動車）に関する調査検討を実施

1983年
昭和58年

▼ ▼ ▼
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年度 一般財団法人 首都高速道路技術センター 首都高速道路

1993年
平成5年

▼ �設立10周年

▼�レインボーブリッジの維持管理業務を開始

▼�トンネル内部景観に関する自主研究を開始

▼ �車両大型化に対する橋梁の補修・補強に関する調査研究を実施

●�8月／レインボーブリッジ（11号台場線）開通
●�9月／湾岸線（東海JCT～空港中央）開通
●�10月／5号池袋線が外環道と接続

1994年
平成6年

▼ �鶴見つばさ橋の維持管理業務を開始

▼ �床版計測データ処理システム完成

▼ �東京大学生産技術研究所と共同で「コンクリート構造物の非破壊検査
手法に関する研究」を開始

●�12月／湾岸線（空港中央～大黒JCT）開通

⇒鶴見つばさ橋開通

1995年
平成7年

▼ �橋脚耐震向上工事の施工管理業務を開始

▼ �橋脚補強情報センター業務を開始

▼ �車種判別装置等に関する調査研究を実施

●�5月／兵庫県南部地震の教訓を生かし、橋脚耐震
補強工事に着手

1996年
平成8年

▼ �VICS（道路交通情報通信システム）中央装置点検業務を開始 ●�4月／VICSの情報提供開始

1997年
平成9年

▼ �緊急環境対策等の施工管理業務を開始

▼ �高欄水切り部臨時点検を実施

●�12月／浮島出入口開通、東京湾アクアラインと接続
●�鋼製橋脚隅角部に疲労損傷が生じていることを確認

1998年
平成10年

▼ �高所点検車完成

▼ �巡回点検データベースシステム運用を開始
●�5月／埼玉大宮線（美女木JCT～与野間）開通

1999年
平成11年

▼ �本社事務所移転（虎ノ門実業会館から虎ノ門PFビルへ）

▼ �道路新情報に関する調査研究開始

▼ �緊急点検業務を本格的に開始

●�7月／湾岸線（並木～杉田、三渓園仮出入口～本牧
ふ頭）開通

2000年
平成12年

▼ �国際会議（NDT-CE、REAAA）協賛、ISO9001認証取得

▼ �鋼製橋脚補修技術に関する調査研究開始

▼�しゅん功図書の数値化を開始

●�4月／埼玉新都心線（与野～新都心西）開通
●�ETC（有料道路自動料金収受システム）一部運用
開始

2001年
平成13年

▼ �国際会議（PIARC札幌会議）協賛

▼ �鋼製橋脚隅角部の疲労損傷に対応するため、緊急補強対策室を設置

▼ �MEXウォッチング開始

●�10月／湾岸線5期（本牧ふ頭～幸浦）全線開通
●�3月／清新町出入口開通

2002年
平成14年

▼ �しゅん功図書の電子化を開始
●�4月／川崎線（浮島JCT～殿町）開通
●�12月／中央環状線（板橋JCT～江北JCT）開通

1993年
平成5年
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年度 一般財団法人 首都高速道路技術センター 首都高速道路

2003年
平成15年

▼ �設立20周年

▼ �疲労損傷の評価および点検手法に関する業務を受注（国、JH試験所、本
四公団、福北公社）

2004年
平成16年

▼ �技術講演会を開始

2005年
平成17年

▼�マイクロフィルムの電子化、古いしゅん功図書の不良箇所の復元を開始 ●�10月／「首都高速道路株式会社」設立

2006年
平成18年

▼�「SAUT」による鋼床版き裂調査を開始
●�8月／埼玉新都心線（新都心西～さいたま見沼）
開通

2007年
平成19年

▼ �建設コンサルタントの登録
●�11月／横浜公園出口開通
●�12月／中央環状線（4号新宿線～5号池袋線）
開通

2008年
平成20年

▼ �首都高技術㈱設立に伴う組織改編

▼ �熊野町タンクローリー事故による緊急対応実施

●�3月／湾岸線東行き有明JCT～辰巳JCT間が
4車線化

●�8月／熊野町タンクローリー事故発生
●�3月／大師出入口（横浜方面）開通

2009年
平成21年

▼ �鋼橋疲労対策に関る検討業務を受注（国土交通省道路局国道・防災課）

▼ �首都高速道路（株）、首都高技術（株）と共同で地方公共団体等技術系職
員を対象とする「橋梁の維持管理に関する勉強会」を開始

▼ �首都高グループによる「首都高速道路の維持管理に関する共同研究」を
開始

●�2月／10号晴海線（豊洲～東雲JCT間）開通
●�3月／中央環状線（3号渋谷線～4号新宿線間）
開通

2010年
平成22年

▼ �PC橋の維持管理に関する検討業務を受注（国土交通省道路局国道防災課）

▼ �技術交流のため中国に訪問団を派遣

▼�「衝撃弾性波法による横締めPCグラウト充填調査」を開始

●�10月／川崎線（殿町～大師JCT間）開通

⇒総延長300km突破

2011年
平成23年

▼ �東日本大震災による緊急調査を実施

▼ �エジプト国スエズ運河橋の舗装損傷の原因追及のための鋼床版健全度
調査

2012年
平成24年

▼ �公益法人制度改革に基づき、財団法人から一般財団法人へ移行 ●�1月／均一料金から距離別料金へ移行

2003年
平成15年
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年度 一般財団法人 首都高速道路技術センター 首都高速道路

2013年
平成25年

▼ �設立30周年

▼ �3号渋谷線火災事故による緊急対応実施
●�3月／3号渋谷線火災事故発生

2014年
平成26年

▼�7号小松川線火災事故による緊急対応実施

▼ �東京都市大学、首都高速道路（株）、首都高技術（株）と共同で「首都高
における点検・�診断技術の高度化に関する研究・開発」を開始

▼ �タイ王国の鋼床版橋梁「ラマⅨ橋」にて、WIM（Weigh� In�Motion）を使
用した調査を実施

●�2月／7号小松川線火災事故発生
●�3月／中央環状線（3号渋谷線～大井JCT）開通

⇒中央環状線全線開通

2015年
平成27年

▼ �技術研究所（現：構造技術研究所）を設置

▼�「これならわかる道路橋の点検」を発刊

2016年
平成28年

▼ �熊本地震調査団に参加

▼ �都市道路構造物点検技術者資格制度の運用を開始�

　（国土交通省「公共工事に関する調査及び設計等の品質確保に資する技
術者登録簿」に登録）

●�4月／距離別料金から対距離料金へ移行
（300～1300円）

●�11月／大規模更新等工事事業化
●�3月／横浜北線開通

2017年
平成29年

▼�「 」の本格運用開始

▼�「PCM」によるコンクリート床版増厚工法の施工が本格的に開始
●�3月／10号晴海線（晴海～豊洲間）開通

2018年
平成30年

▼ �首都高速道路（株）と共同で技術講演会と技術展示会を開催

▼�ミャンマー連邦共和国の「MyaungMya�Bridge」崩壊事故の橋梁調査
団に参加

●�2月／中央環状線の堀切JCT～小菅JCT間が
4車線化

●�3月／5号池袋線の板橋JCT～熊野町JCT間が
4車線化

2019年
令和元年

▼ �中央環状線西新宿換気所火災事故による緊急対応実施

▼ �面外ガセット溶接継手補修方法として、「UIT」が首都高速道路（株）によ
り採用

▼�点検技術者向けの研修・講習会にて、「点検シュミレータ」の使用を開始

●�12月／小松川JCT、渋谷入口（下り）開通
●�12月／中央環状線西新宿換気所火災事故発生
●�2月／馬場出入口開通首都高初のETC専用入口
●�3月／横浜北西線開通

2020年
令和2年

2021年
令和3年

▼ �デジタル・イノベーション研究所を設置 ●�7～9月／オリパラロードプライシングの実施

2022年
令和4年

▼ �イノベーションハブの開設
●�4月／上限料金見直し（300～1950円）
●�12月／首都高速道路開通60周年

2013年
平成25年

▼ ▼ ▼
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